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 ライフサイエンス分野 TOPICS Life Science
　生物系の情報処理の原理を参考として、 新たな情報システムの設計構想の構築を趣旨として、
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 情報通信分野 TOPICS Information & communication
　国内の設計自動化ツール（EDA）技術の発展を目的とし、EDA開発に携わる国内ベンチャー企業によ








　2006 年１月 23 日、設計自動化ツール（EDA：
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 環境分野 TOPICS Environmental Science






























































出典： Association of British Insurers（2005）：Financial Risks of Climate 
 Change
トピックス3　温暖化による自然災害発生の予測研究における産学連携
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 ナノテク・材料分野 TOPICS NanoTechnology & materials
　ナノテクノロジーが社会に与える総合的な影響に注目が集まる中、 国際リスク管理委員会 （IRGC）
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 エネルギー分野 TOPICS Energy
　米国ブッシュ大統領は、 2006年 1月末に行われた一般教書演説の中で、 エネルギーを中東原油に
依存している状況を順次改め、 代替エネルギーの開発導入を柱としていく新たな政策を表明した。 こ




等に含まれる植物繊維 （セルロース） を原料としたエタノールを実用化し、 2012年頃までに現状の
石油燃料の30%の代替を目指すほか、 水素利用の燃料電池自動車開発も進める。 家庭やオフィス用
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藺 第 3世代携帯電話方式（TD‐SCDMA＝ Time Division‐
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米国 日本 EU ロシア 南ア
1位 2位 1位 2位 1位 2位 1位 2位 1位 2位
情報通信電子 150 150 0 1 97 0 55 0 0 0 0
エネルギー 72 50 17 5 16 15 38 2 1 1 0
材料科学 86 73 11 12 68 2 6 0 1 0 0
生物 101 94 7 6 23 1 74 0 0 0 0
合計 409 367 35 24 204 18 173 2 2 1 0
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中国における技術予測













テラフロップス級MPU ○　唐志敏 中国科学院計算技術研究所 2017 0.05 41
グリッドコンピューティング ○　韓燕波 中国科学院計算技術研究所 2015 0.22 31
通信技術
多機能無線個人端末 ○　李少謙 電子科技大学 2012 0.22 32
画像主体の移動通信 　△朱近康 中国科学技術大学 2012 0.25 24
第四世代移動通信 ○　程時晰 上海無線通信研究中心 2015 0.28 23
ネットワーク技術
次世代ネットワーク（IPV6） ○　李忠誠 中国科学院計算技術研究所 2013 0.31 43




























中国科学院上海微系統与信息技術研究所 2016 0.15 59
?????
石炭・石油・天然ガス





























高効率太陽エネルギー発電 ○　李安定 中国科学院電工研究所 2017 0.24
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中国科学院金属研究所 2017 0.19 25





















中南大学化学化工学院 2022 0.13 27
光電子材料




中国科学院物理研究所磁学国家研究室 2016 0.16 29
超ブロードバンド
光ファイバ増幅器
　　 陳　鈔 中国科学院上海珪酸塩研究所 ― ― ―





システムバイオロジー 　　 呉家睿 中国科学院上海生命科学研究所 2015
高処理能力の
遺伝子表現技術












南京工業大学製薬与生命科学学院 2014 0.21 2
農業及び環境科学




中国科学院遺伝与発育生物学研究所 2017 0.36 28
病気の予防と治療
幹細胞と再生医学
複合病の克服 　　高建軍 中国科学院上海生命科学研究所 2014 0.23 生 16
国家の安全と公共の健康を
保障する有害生物防御技術
　　徐順清 華中科技大学同済医学院環境医学研究所 2012 0.16 10
幹細胞分離・増殖分化技術 ○△裴雪涛 軍事医学科学院輸血医学研究所 2022 0.11
認知科学と行動科学 脳に似た人工知能（BAI) ○△羅躍嘉 中国科学院心理研究所心理健康重点実験室 ― ― ―
○：サブ領域の専門家　△：回答者　―：調査から除外　重要順位空欄：100位以下　　生：生活の質の観点での順位
                                                                                                  出典：技術預見報告 2005、中国未来 20年技術予測を基に科学技術動向研究センターで作成
図表８　 「技術預見報告 2005」で解説されたテーマ、著者、及び「中国未来 20 年技術預見」に示されたアンケート結果の
突合せ結果（前ページからのつづき）
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2005 年 ５ 月、National Research 
Center for Science and Technology 
for Development, “China’s report of 
Technology Foresight（summary）”，
2005年９月






























科 学 技 術 動 向　2006年 3月号





































































































2   認知ロボティクスという分野 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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日本 韓国 EU 米国
産業用ロボティクス ＋＋＋＋ ± ＋＋＋ ±
人型ロボット・ヒューマノイドイ） ＋＋＋＋ ＋＋＋ ±ロ） ±
個人利用・家庭用ロボティクスイ） ＋＋＋＋ ＋＋＋ ±ハ） ±
サーヴィス・ロボティクスイ） ＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋
生物・医学系応用 ± ± ＋＋＋ ＋＋＋
防衛・宇宙開発ロボティクス ± ― ＋＋ ＋＋＋＋ニ）
＋＋＋＋：傑出、　＋＋＋：大変良い、＋＋：良い、　±：普通、　―：特記事項なし
参考文献 15）を基に、科学技術動向研究センターで作成
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人間を理解するための認知ロボティクス
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